
に
は
提
案
し
て
い
き
た
い
。

⑥
策
定
段
階
で
明
確
に
な
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
対
応
を
図
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
市
立

保
育
園
の
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
状
況
と
、

今
後
の
整
備
計
画
は
。

②
庁
内
や
各
園
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

③
緊
急
時
の
連
絡
手
段
や
子
育
て

支
援
と
し
て
、
相
談
業
務
・
情
報
提

供
に
利
用
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
現
在
は
配
備
し
て
い
な
い

が
、
今
後
は
検
討
し
て
い
く
。

②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
等
の
課

題
を
踏
ま
え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
パ
ソ
コ
ン
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
通
信
ツ
ー
ル
全
般
の
中
で
、
有
効

な
利
用
を
研
究
し
た
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
開
設

か
ら
現
在
ま
で
の
状
況
は
。

②
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
達
成
度
は
。

ま
た
、
見
え
て
き
た
課
題
は
何
か
。

③
地
域
連
携
の
中
核
、
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
役
割
を
ど
の

よ
う
に
担
っ
た
か
。

④
市
民
グ
ル
ー
プ
等
と
の
連
携
は
。

⑤
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
検
討

状
況
は
。

市
長
　
①
延
べ
2
千
5
百
38
人
の
利

用
、
延
べ
122
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

②
子
ど
も
と
家
庭
を
支
援
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と
し
、

現
在
児
童
相
談
所
等
と
の
連
携
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
の
充
実
が
よ
り
必
要
と
考
え
る
。

③
地
域
と
の
連
携
は
、民
生
委
員
･

児
童
委
員
等
と
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
事
業
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

④
子
育
て
グ
ル
ー
プ
等
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

⑤
平
成
19
年
度
ま
で
の
設
置
を
目

標
に
検
討
し
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
子
ど

も
権
利
条
約
に
つ
い
て
、
子
ど
も
と

教
員
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
た

の
か
。
今
後
の
広
報
、
普
及
等
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

②
子
ど
も
参
加
と
子
ど
も
の
権
利

擁
護
は
、
学
校
現
場
で
の
対
応
も
含

め
、
ど
の
程
度
進
ん
だ
か
。

③
子
ど
も
に
関
す
る
計
画
に
お
い

て
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
ど
う
検
討

し
、
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

教
育
長
　
①
小
・
中
学
校
の
全
校
児

童
・
生
徒
に
対
し
、
子
ど
も
の
権
利

条
約
小
学
生
版
と
中
学
生
版
等
を
配

布
し
た
。
今
後
も
、
啓
発
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

②
子
ど
も
に
よ
る
授
業
診
断
や
学

校
評
価
を
実
施
し
、
結
果
を
指
導
の

改
善
に
生
か
す
学
校
が
増
え
て
い
る
。

市
長
　
③
青
少
年
育
成
プ
ラ
ン
の
策

定
に
当
た
り
、
児
童
憲
章
の
精
神
も

踏
ま
え
て
検
討
し
、
施
策
の
方
向
や

事
業
の
推
進
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
同
じ
団
体
に
社
会
福
祉
協
議
会

と
市
の
両
方
か
ら
助
成
金
が
出
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
見
直
す
必
要

は
な
い
の
か
。

④
あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
交
流

室
の
民
間
委
託
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長
　
①
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平

成
16
年
度
か
ら
5
年
間
の
第
二
次
小

平
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
定
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
も
示
さ
れ
て
い
る
。

②
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
中
核
的

役
割
が
増
大
し
、
さ
ら
な
る
充
実
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

③
補
助
金
交
付
要
綱
等
の
目
的
に

基
づ
き
交
付
し
て
お
り
、
問
題
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

④
現
在
、
施
設
ご
と
に
課
題
整
理

等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
現
在

の
長
期
総
合
計
画
の
到
達
点
は
。

②
ま
ち
づ
く
り
会
議
参
加
者
の
質

問
等
に
ど
う
こ
た
え
て
い
る
の
か
。

中
間
的
到
達
は
ど
う
か
。

③
出
さ
れ
た
意
見
は
、
第
三
次
長

期
総
合
計
画
に
ど
う
生
か
さ
れ
る
か
。

④
審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
が
、
委

員
募
集
に
対
し
応
募
状
況
は
ど
う
か
。

⑤
議
会
で
の
十
分
な
審
議
は
保
障

さ
れ
る
の
か
。

⑥
政
府
等
の
方
針
変
更
に
よ
り
、

前
提
条
件
が
変
更
し
た
場
合
の
対
応

は
ど
う
か
。

市
長
　
①
後
期
基
本
計
画
で
計
画
し

た
施
設
事
業
は
、
ほ
ぼ
達
成
し
た
。

②
グ
ル
ー
プ
内
の
討
議
結
果
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。
現
在
、
中
間
の

ま
と
め
は
出
さ
れ
て
な
い
。

③
計
画
策
定
の
中
で
参
考
に
す
る
。

④
公
募
は
4
名
で
、
13
名
の
応
募

が
あ
っ
た
。

⑤
基
本
構
想
を
、
平
成
17
年
度
中

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
小
平

市
で
は
市
報
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
折

り
込
み
で
あ
る
。
多
摩
地
区
30
市
町

村
の
約
半
数
は
戸
別
配
達
を
行
っ
て

い
る
が
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

②
戸
別
配
達
が
で
き
な
い
か
。

③
新
聞
折
り
込
み
方
式
が
始
ま
っ

た
時
期
は
い
つ
か
。

④
検
討
し
た
経
過
は
あ
る
の
か
。

⑤
折
り
込
み
に
か
か
る
費
用
は
。

⑥
業
者
の
選
定
・
契
約
方
法
は
。

市
長
　
①
新
聞
折
り
込
み
は
、
同
時

期
で
の
迅
速
な
配
布
と
経
済
性
の
観

点
か
ら
、
戸
別
配
達
は
高
齢
者
等
の

就
労
機
会
の
拡
大
の
観
点
か
ら
行
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

②
現
行
の
方
法
を
続
け
た
い
。

③
昭
和
39
年
4
月
か
ら
で
あ
る
。

④
経
費
と
配
達
期
間
に
問
題
が
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。

⑤
1
部
当
た
り
6
円
66
銭
で
あ
る
。

⑥
指
名
条
件
を
満
た
す
業
者
の
中

か
ら
1
社
を
選
び
、
契
約
を
締
結
し

て
い
る
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
4
月

の
人
事
異
動
は
ど
の
よ
う
な
観
点
に

立
っ
た
も
の
か
。
ま
た
、
規
模
は
。

②
定
年
退
職
の
見
込
み
は
。

③
こ
の
よ
う
な
異
動
は
、
市
民
に

ど
う
影
響
す
る
と
思
う
か
。

④
入
職
以
降
10
年
間
で
3
か
所
を

異
動
す
る
と
い
う
形
式
の
評
価
は
。

職
員
の
声
、
今
後
の
あ
り
方
は
。

⑤
職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
点
を
配
慮
し
て
い
る
か
。

⑥
市
民
の
た
め
の
職
員
配
置
を
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長
　
①
人
事
異
動
は
、
公
務
の
活

性
化
と
人
材
の
育
成
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
。
規
模
は
258
人
で
あ
っ
た
。

②
平
成
16
年
度
が
30
人
、
平
成
17

年
度
が
31
人
の
予
定
で
あ
る
。

③
適
切
に
事
務
引
き
継
ぎ
等
を
行

っ
て
お
り
、
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
。

④
短
期
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
を

経
験
で
き
て
よ
い
等
の
声
が
あ
る
。

早
期
人
材
育
成
の
観
点
で
有
効
と
評

価
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
た
い
。

⑤
本
人
の
希
望
、
適
性
、
個
別
の

事
情
等
を
把
握
し
て
い
る
。

⑥
公
務
能
率
の
向
上
と
人
材
育
成

を
通
じ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
行
っ
て
い
く
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
閉
庁

時
に
受
け
付
け
で
き
る
項
目
は
。

②
閉
庁
時
に
人
が
入
る
こ
と
も
多

い
と
思
う
が
、
安
全
管
理
は
万
全
か
。

③
夜
間
・
休
日
の
庁
舎
駐
車
場
は
、

ど
の
よ
う
な
安
全
管
理
が
さ
れ
て
い

る
か
。

市
長
　
①
婚
姻
、
出
生
、
死
亡
等
の

戸
籍
届
の
受
け
付
け
の
ほ
か
、
電
話

等
に
よ
る
市
役
所
業
務
全
般
の
取
り

次
ぎ
業
務
で
あ
る
。

②
入
退
出
者
の
確
認
に
万
全
を
期

し
て
い
る
。

③
出
入
り
口
を
限
定
し
、
無
断
駐

車
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
有
事

関
連
7
法
案
に
対
す
る
市
長
の
見
解

は
。
法
案
に
反
対
の
意
思
表
示
を
求

め
た
い
が
ど
う
か
。

②
国
民
保
護
法
案
に
つ
い
て
、
平

あ
り
方
に
対
す
る
所
見
は
。

市
長
　
①
退
職
等
に
よ
り
社
会
保
険

を
離
脱
し
て
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
手
続
の
た
め
に
窓
口
に
来
る
人
に

対
し
て
は
、
市
独
自
の
判
断
に
基
づ

き
、
国
民
年
金
の
加
入
の
有
無
を
尋

ね
、
必
要
な
人
に
加
入
手
続
を
お
願

い
し
て
い
る
。

②
未
加
入
者
数
は
不
明
で
、
納
付

率
は
、
平
成
14
年
度
が
60
・
9
％
で

あ
る
。

③
未
納
・
未
加
入
者
が
将
来
、
年

金
を
受
給
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
こ

と
を
憂
慮
し
て
お
り
、
信
頼
さ
れ
る

年
金
制
度
の
確
立
を
願
っ
て
い
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
は
、

不
透
明
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
内
訳

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
補
助
金
の
内
訳
ご
と
の
推
移
は
。

③
内
訳
ご
と
の
根
拠
と
意
義
は
。

④
補
助
事
業
が
高
齢
者
の
雇
用
拡

大
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
数
値
を

示
し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
①
職
員
の
人
件
費
が
3
千
7

百
2
万
円
、
管
理
運
営
費
が
4
百
71

万
5
千
円
等
で
あ
る
。

②
平
成
16
年
度
の
職
員
の
人
件
費

は
3
千
7
百
2
万
円
と
微
減
で
、
管

理
運
営
費
、
就
業
分
野
拡
大
推
進
事

業
費
等
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

③
人
件
費
は
職
員
の
給
与
等
に
係

る
経
費
、
管
理
運
営
費
は
賃
金
、
事

業
用
消
耗
品
等
の
借
り
上
げ
等
に
係

る
経
費
等
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

④
平
成
13
年
度
か
ら
の
3
年
間
の

実
績
を
見
る
と
、
年
間
就
業
延
人
員

と
受
託
件
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
社
会

福
祉
協
議
会
の
問
題
点
は
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
の
見

②
家
族
崩
壊
の
実
態
を
と
ら
え
て

い
る
か
。
と
ら
え
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
対
応
策
と
し
て
い
か
な
る
手
だ

て
を
し
た
か
。

③
家
族
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、

現
在
施
行
し
て
い
る
こ
と
と
、
今
後

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
。

教
育
長
　
①
家
庭
の
あ
り
方
や
家
族

の
き
ず
な
を
見
つ
め
、
考
え
直
し
て

み
る
こ
と
は
、
家
族
か
ら
地
域
、
日

本
、
世
界
へ
と
視
野
を
広
げ
、
人
権

の
大
切
さ
、
命
の
尊
さ
を
再
認
識
す

る
よ
い
機
会
に
な
る
と
考
え
る
。

市
長
　
②
平
成
15
年
度
は
家
族
崩
壊

の
要
因
と
な
る
児
童
虐
待
は
31
件
、

高
齢
者
虐
待
は
30
件
の
相
談
が
あ
っ

た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
防
止
に
向
け
て
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

③
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
家
族
へ
の
見
守
り
等
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
啓
発
活
動
等
に
努
め
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
国
民

年
金
の
加
入
窓
口
で
あ
る
保
険
年
金

課
で
は
、
ど
の
よ
う
な
未
加
入
防
止

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。
市
独
自
の

施
策
は
あ
る
の
か
。

②
未
加
入
者
数
と
納
付
率
を
把
握

し
て
い
る
か
。

③
現
行
制
度
の
問
題
点
や
、
今
後

の
市
政
を
展
望
し
た
場
合
の
制
度
の

成
20
年
度
ま
で
を
想
定
し
た
計
画
策

定
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
道
も
あ
る

が
、
動
き
を
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長
　
①
自
治
体
が
役
割
を
担
う
部

分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
議
院
で
の

論
議
を
注
視
し
て
い
る
。

②
平
成
15
年
12
月
に
東
京
都
総
務

局
総
合
防
災
部
主
催
の
国
民
保
護
法

制
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
会
議

の
資
料
に
、
市
町
村
が
国
民
の
保
護

に
関
す
る
計
画
の
策
定
に
当
た
る
取

り
組
み
年
度
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

法
案
が
成
立
し
た
場
合
、
各
市
町
村

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
早
け
れ

ば
平
成
17
年
度
ご
ろ
か
ら
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
市
は

こ
れ
ま
で
特
区
構
想
募
集
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
か
。

②
こ
れ
ま
で
認
定
を
受
け
た
特
区

に
つ
い
て
ど
う
評
価
す
る
か
。

③
小
平
市
で
適
用
で
き
る
特
区
構

想
等
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

④
今
後
の
取
り
組
み
姿
勢
は
。

市
長
　
①
特
区
に
な
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
構
想
が
あ
る
か
な
ど
、

具
体
的
に
検
討
し
た
。

②
多
摩
地
域
で
は
、
八
王
子
市
の

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
体
験

型
学
校
特
区
と
、
町
田
市
の
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
特
区
が
あ
る
。
両
市
と

も
、
事
業
の
実
現
化
へ
向
け
て
障
壁

と
な
る
規
制
を
見
き
わ
め
、
工
夫
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

③
民
間
事
業
者
が
活
躍
す
る
場
面

に
お
い
て
、
規
制
緩
和
を
行
う
形
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

④
具
体
的
に
計
画
は
な
い
が
、
今

後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）

①
家
族

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
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一般質問

一般質問とは 
議員が議案以外に市の行政全般にわたり、市長や教育長などに説明や報告を求め、また所信をただすことです。適正な行政運営を行う上で、 
その役割は重要です。ここでは、23人の議員からの質問のうち、１人３件までその要旨を掲載しました。 

政和 

公明 

フォ 

緑ネ 

共産 

行

政

一

般

行

政

一

般

 

行

政

一

般

 

市
民
の
視
点
に
立
っ
た

職

員

配

置

を

有
事
関
連
7
法
案
へ
の

反
対
意
思
の
表
示
を

閉
庁
時
の
市
庁
舎
の

安

全

管

理

特
区
、
地
域
再
生
、
規
制
改
革
・

民
間
開
放
へ
の
取
り
組
み

家
族
は
「
社
会
の
基
礎
」

国
民
年
金
の
未
加
入
を

防
ぐ
策
を
講
じ
て
い
る
か

公
と
民
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
場
合
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

補

助

金

の

意

義

（
仮
称
）第
三
次
長
期
総
合
計
画

策
定
へ
の
作
業
進
行

市
報
を
新
聞
折
り
込
み
か
ら

戸
別
配
達
に
で
き
な
い
か

児 童  
女 性  
児 童  
女 性  

市

立

保

育

園

で

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
よ
う

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は

地
域
に
根
差
し
て
い
る
か

にぎやかな子ども家庭支援センター

子
ど
も
の
権
利
保
障
の

仕
組
み
づ
く
り
は
進
ん
だ
か

国
民
年
金
の
加
入
窓
口

（
保
険
年
金
課
）

▼


